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日本ステージ 創立50周年 感謝のつどい
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　3月４日、ザ・プリンスパークタワー東京にて日本ステージ 創立50周年 感謝のつどいを行いました。
ホテルの広間を貸し切り、お世話になっている関係各所の方々をお忙しい中、招待させていただきました。
520名以上の方にお越しいただき、会場の中では思い出話に満開の笑顔が咲き誇りました。

私が日本ステージに入社しまして丸9年、10年目の年に行われました、「日
本ステージ創立５０周年感謝のつどい」 私はそのつどいに少しでも参加で
きた事を非常に嬉しく思い、また過去の積み重ねから始まる、未来の希望を
感じることができました。私自身、日本ステージの5分の1もわからぬ立場で
すが、このつどいにて日本ステージが50年かけて得てきたものを実感する
ことができ、それを引き継ぐべき私達一人一人が歯車になり、60年、70年
とひとつも欠ける事なく進める事の大切さを痛感させてくれる為のつどい
だったかと思います。

日本ステージ 営業課  安全向上委員会広報担当 中山裕人さんにお話を伺いました。

　仕込みからバラシまで全社員一丸となって取り組みました。セットデザインから演出にいたるまで、
細部にこだわりをこらし、何度も打ち合わせを重ね試行錯誤を繰り返しました。それはすべてお越し
いただく方々に感謝を伝えるためにです。 舞台監督、照明、電飾などはいつもお世話になっている方
々に力をお借りして魂を吹き込んでいただきました。
本番は大盛況に終わり、お越しいただいた方々からはお礼の言葉をたくさんいただくことができました。
全社員がひとつの催しだけに関わる機会というのはほとんどありません。何か大切なものを見つけら
れた行事だったのではないでしょうか.。

安全向上委員会 新メンバーの中山です!!


